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会　長　挨　拶
酒井　芳則　会長
　先日、千葉県野田市で両
親に虐待された10歳の女
児が死亡した事件で、女児
を一時保護していた柏児
童相談所の対応に批判の

声が集まっています。柏児童相談所は2017年11月
父親から虐待されている疑いがあるとして女児を
一時保護し、その期間中、女児の両親と面談しまし
た。その後、関係が改善したと判断し、12月末に保
護を解除、女児は両親の元に戻されましたが、その
後、一度も自宅訪問を行っていなかったことなどが
批判の的となっています。
　児童相談所の「一時保護」の保育士さんの例です。
問：保育士はどのような仕事を担っていますか？
答：虐待を受けた子どもをひたすらケアします。たと
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日銀福井事務所長

小  泉　達  哉　様

「福井の金融経済情勢と今後の課題」

クラブフォーラム

「 会  員  増  強 」

注：2月15日の例会は午後12時点鐘です

㈱石本石材　代表取締役社長

石  本 　浩　 様

「お墓を通じた世界観」

えば？お風呂に入れたり、一緒に遊んだり、話を聞
いたり、外出ができずストレスが溜まるため体育館
で一緒に遊んだり、様々なケアをしています。児童
相談所はマイナスをゼロにする仕事です。虐待など
で命が脅かされている状態が“マイナス”で、子ども
が命を脅かされない生活が“ゼロ”。“マイナス”から“
ゼロ”にもっていくのも大変なのですが、“ゼロ”にも
っていき、その状態を維持していても評価されませ
ん。それだけでなく、“マイナス”が、今回のようにさら
に“マイナス”になったときには叩かれます。こうした
状況を私は変えたいと思っています。私が住んでい
る自治体には児童相談所が1カ所しかなく、1人の
児童福祉司（ケースワーカー）が100件ほどの虐待
案件を抱えているような、ひどい状況です。虐待を
受けている子どもを、全員助けたいのはやまやまな
のですが、現実的には1人の児童福祉司が抱えられ
るのは、子ども数人から数十人が限界なのです。そ
うなると、緊急度の高い重篤なケースしか対応でき
ず、緊急度が低いと判断されたケースはどうしても
後回しになってしまうのです。日本では「家庭は温
かいもの」というイメージが浸透していることから、
虐待を自分事としては考えたくない人が多いため、
「児童相談所にもっと予算を」ということにはなりづ
らいところがあります。それでは今の状況はいつま
でたっても変わらないので、多くの方が虐待を自分
事として考えてほしいと思っています。
　虐待を減らすのは容易ではありませんが、虐待案
件には、徹底して“子どもの側”に立ち、子どもを守る
プロフェッショナル人を増やすことで、救える子ども
は増えると思います。2022年度までに児童福祉司
を約2000人増員する政府プランがありますが、児
童を「18歳までとする」と、法律で決められてしまっ
たので、18歳を過ぎた子どもは法制度の隙間にど
んどん落ちてしまいます。法的根拠が無いために、
社会資源や支援もありません。家庭を生き延び、施

設生活を生き延びても、18歳になった途端、何の支
援も後ろ楯もなく、社会に放り出される実態があり
ます。そのため、その子どもたちが犯罪に走らざる
を得なかったり、友人や彼氏の家や、ネットカフェを
転々とする“見えないホームレス”になっていきます。
また、女の子だと住居付きの風俗に働いたりもしま
す。そんな中で、若年妊娠や出産の問題も出てきま
す。そこでまた、貧困や虐待の連鎖も生まれてしまう
のです。すべての問題は、このように繋がっている
のです。2017年度の児童福祉司の配置数が3235
人なのに対し、児童相談所における虐待の相談件
数は13万3778件。児童福祉司1人当たりの児童虐
待の相談対応件数は全国平均で40件程度。地域差
はあるものの、児童福祉司の数は足りていません。
親業教育が必要です。私たちも人としてこのような
事件が起きないように地域に目を向け、協力し、助
け合いをしていきたいと思います。

木村昌弘　ガバナー補佐
　地区大会が3月31日(日)
に奈良県の橿原市に於い
て行なわれますが、登録者
数が例年より少ないという
事で、鯖江RCの状況を確認

させていただきました。まだ返事をされていない方
は、登録をよろしくお願いします。「ようこそ日本のは
じまり、奈良あすかへ」という事で、色んな趣向を考
えてお迎えしたいと申しておりますので、どうぞ楽し
みにご参加くださいますようお願いします。
　ガバナー補佐も3年目の半ばに来ております。後
任は、小林和美さん(女性：福井水仙RC）に決まって
おりまして、海外関連など経験豊富な方で、小さいク
ラブでもガバナー補佐が出来ると、お願いしました
ら快く引き受けてくださいました。当地区初の女性
補佐です。他地区には女性ガバナーが出ているとい
う所もありますが、当地区は男性社会でありまして、
「一石を投じる」となればと願っております。
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にこにこＢＯＸ報告

日本事務局からのお知らせ
2019年2月のレートは、1ドル＝110円です
（1月レート適用は、2月１日（金）以降に弊局口座へ着金対象）

木村　昌弘　様（ガバナー補佐）
酒井　芳則　会員
牧野　友美　会員
齋藤多久馬　会員
窪田　健一　会員
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会長・幹事　報告

卓話者紹介
　　吉田俊博　プログラム委員長
　本日の卓話者は、
日銀福井事務所長
　　小泉　達哉　様
　福井県の実質経済成長率は直近の2015
年度データでみると4.8％と全国第2位の伸び
率です。バブル期の日本の成長率が5％強で
すので、福井県がいかにハイスピードである
かが分かります。この福井県の高成長を支え
ているのは、電子部品デバイス等の輸出産業
で、その背景には世界経済の安定的な成長が

あります。
その世界経済の先行きに不透明感が漂っています。その主たる要
因は米中間の「貿易戦争」で、特に中国経済の動向に注目が集まっ
ています。確かに、中国の輸出入は足許減速しており、国内の一部
にも弱い動きがみられます。ただ、中国全体でみると年率6％台の成
長は維持されており、中国政府も財政・金融両面で機動的に政策を
発動していく方針を表明しています。そうした状況を踏まえると、中
国経済は当面底堅く推移していくと思われます。因みに、先月発表さ
れたＩＭＦの経済見通しでも、2019年の中国は6.2％成長と、前年
より幾分スローダウンするものの、引続きこれまでの成長レベルが
維持される内容となっています。
福井県経済の今後の課題のうち特に重要と考えられる2点について

委　員　会　報　告

1 下半期のクラブ活動でのご活躍およびクラブと会員の皆様のご発展ご繁栄をお祈りいたします
2 日銀福井事務所　小泉所長の卓話を楽しみに。木村ガバナー補佐をお迎えし
3 寒くなりました。インフルエンザ気を付けましょう
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卓話
日銀福井事務所長

「福井の金融経済情勢と今後の課題」小  泉　達  哉　様

酒井　芳則　会長
　先日会長・幹事会がありましたの
で、ご報告します。年4回の会長・幹
事会ですが、8月にある第1回の会
長・幹事会が無くなりました。という

事は、IMの時の会長会が第1回目となります。2月が2回目
で、6月の新旧合同会長・幹事会が3回目となります。

牧野　友美　幹事
　地区大会の登録締切しましたの
で、登録された方はキャンセルがき
きませんのでよろしくお願いします。
現在登録数は17名です。再度ご案
内させていただきます。お時間のあ

る方はどうぞご出席ください。お願いします。
　次回15日のクラブフォーラムですが、開始時間が午後
12時点鐘となっておりますので、ご注意願います。

申し述べます。一つは人手不足への対応です。福井県の有効求人倍
率は2倍を超え全国トップクラスで、バブル期末期の過去最高水準
に迫る勢いです。これは企業の求人数が鰻登りであるのに対して、
職を求める人の数はほぼ一貫して減少しているためです。戦後、福
井県では、第一次オイルショックやバブル崩壊、リーマンショック後
に求職者数が増加した時期がありました。ただ、日本の生産年齢人
口が1995年以降減少に転じている今日、今後、過去のような求職
者の増加がどの程度みられるかは予断を許しません。このため、人
手不足に対して、省人化・合理化投資や、女性、高齢者、外国人の活
用を模索することが喫緊の課題と言えます。このうち外国人の採用
については、県内でも既に製造業で急速に増
加しています。
もう一つの課題は非製造業の利益率向上で
す。県内では製造業の利益率が大幅に上昇す
る一方で、非製造業はほぼ横這いです。しかし
、全国ベースでみると非製造業の利益率は企
業規模に関わらず上昇しています。コスト削減に加え、ＩＴの活用
や事業の選択と集中、ＢＰＲ等が図られています。そうした中、県内
非製造業でも、ここへきて設備投資が大幅に増加しています。企業
が、昨今の人手不足やコストの上昇に直面して、各種の合理化・生
産性向上に取り組み始めた姿が窺われます。
当面の景気動向に関わらず、人手不足にどう対応するか、利益を生
み出す体制にどう転換していくかについて不断の取組みを進めて
いくことが更なるステップアップには不可欠と思われます。

青少年奉仕事業　「こどもエコクラブ活動交流会」運営手伝い

　当クラブでは、２月２日（土）鯖江市嚮陽会館で開催された「こどもエコク
ラブ活動交流会」の運営お手伝いを青少年奉仕事業の一環として行いま
した。
　この「こどもエコクラブ」は鯖江市で環境学習や環境保全活動に取り組
む児童グループ。市内各小学校から約２００名の児童が参加し、環境・環
境保全に関する様々な体験を通じて、こどもたち同士、地域環境活動に取り
組む団体とのふれあい・交流を。私たちロータリアンは鯖江ローターアクト
のメンバーとともに、「稲わら体験」コーナーのスタッフとして、稲わらを使っ
た壁掛けづくりのお手伝いを。子どもたちとともに学び、楽しくふれあいを
深めました。このイベントの各コーナースタッフはみんなボランティアでし
た。このイベントは、子どもたちの環境学習・意識向上・啓発はもちろんです
が、希薄化しつつある地域コミュニティの結びつきを高める意味でも大変
な成果があったように思います。みなさん大変お疲れ様でした。 吉田　俊博　会員

小淵　洋治　会員
深見　泰和　会員
梅田　吉臣　会員
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佐野　直美　出席委員長
　本日の出席者は26名で、63.4％となっております。


